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大
阪
労
連
の

「
大
阪
ビ
ク
ト

リ
ー
マ
ッ
プ
」

に
よ
る
と
、
大

阪
に
本
社
を
も

つ
大
企
業
１
１

６
社
の
正
社
員

約
４
万
３
千
人
の
賃
金
１
万

円
ア
ッ
プ
で
、
５
１
７
億
円

の
経
済
波
及
効
果
だ
そ
う

だ
。
こ
の
１
１
６
社
の
内
部

留
保
額
が
約
25
兆
円
。
そ
の

わ
ず
か
０
・
27
％
の
取
り
崩

し
で
１
万
円
ア
ッ
プ
は
実
現

出
来
る
▼
し
か
し
、
大
企
業

は
賃
上
げ
ど
こ
ろ
か
、
収
益

を
最
優
先
に
し
、
労
働
者
の

切
実
な
要
求
に
背
を
向
け

る
。
経
団
連
の
「
経
労
委
報

告
」
で
は
、
賃
金
支
払
能

力
、
業
績
の
伸
び
、
競
争
力

の
維
持
、
競
合
企
業
に
自
社

以
上
の
付
加
価
値
が
な
い
こ

と
、
こ
の
条
件
全
て
が
満
た

さ
れ
な
け
れ
ば
、
賃
上
げ
不

可
能
ら
し
い
。
い
っ
た
い
ど

こ
ま
で
肥
え
太
れ
ば
い
い
の

か
▼
賃
金
と
経
済
成
長
の
関

係
は
、
外
国
の
例
を
見
れ
ば

す
ぐ
に
わ
か
る
。
欧
米
先
進

国
で
は
こ
の
10
年
間
労
働
者

賃
金
は
着
実
に
上
昇
し
、
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
上
昇
し
続
け
て

い
る
▼
全
労
連
は
今
春
闘

で
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃

上
げ
・
雇
用
確
保
と
内
需
主

導
の
景
気
回
復
実
現
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
労

働
組
合
の
真
価
が
問
わ
れ
る

春
闘
だ
と
も
言
っ
て
い
る
▼

私
た
ち
も
、
賃
金
改
悪
闘
争

で
当
局
提
案
を
押
し
返
し
た

力
で
、
こ
の
11
春
闘
を
官
民

共
同
で
要
求
前
進
を
か
ち
と

る
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
。

 

（
Ｔ
）

　

自
治
労
連
は
、
１
月
28
日
開

催
の
中
央
委
員
会
で
、
選
挙
の

意
義
を
、
①
長
年
の
政
治
の
枠

組
み
が
続
き
、
行
き
詰
ま
る
も

と
で
、
深
刻
な
危
機
に
陥
っ
て

い
る
住
民
の
く
ら
し
と
地
域
経

済
を
た
て
な
お
す
、
地
方
政
治

を
転
換
す
る
選
挙
、
②
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
国
の
責
任

と
、
地
方
自
治
を
形
骸
化
さ
せ

る
「
地
域
主
権
改
革
」
を
許
さ

ず
、
住
民
が
生
き
る
地
方
自
治

を
確
立
す
る
選
挙
、
③
国
の

「
二
つ
の
ゆ
が
み
」
を
正
し

て
、
働
く
ル
ー
ル
確
立
・
内
需

拡
大
め
ざ
し
、
社
会
保
障
解
体

・
消
費
税
増
税
を
許
さ
ず
、
平

和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
政
治

へ
の
発
信
を
す
る
選
挙
、
と
し

て
位
置
づ
け
、
全
力
を
あ
げ
る

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

橋
下
府
政
下
で　

府
民
生
活
は
大
変

　

大
阪
で
は
、
橋
下
知
事
が
進

め
る
「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム

案
」
に
よ
り
福
祉
、
医
療
、
教

育
、
中
小
企
業
対
策
、
文
化
な

ど
府
民
施
策
が
大
き
く
切
り
捨

て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
完
全

失
業
率
が
７
・
７
％
と
全
国
最

低
、
勤
労
者
賃
金
の
減
少
率
や

企
業
倒
産
件
数
の
増
加
率
、
府

内
経
済
成
長
率
な
ど
い
ず
れ
を

と
っ
て
も
全
国
の
指
標
と
比
べ

悪
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11

年
２
月
府
議
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
」
の
具
体
化
や
11
年
度
予
算

案
は
よ
り
一
層
悪
化
さ
せ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

府
職
労
が
と
り
く
ん
だ

請
願
署
名
、

共
産
党
以
外
は
不
採
択

　

し
か
し
、
維
新
の
会
の
議
員

の
ほ
と
ん
ど
は
自
民
党
議
員
で

あ
り
、
こ
の
間
に
お
け
る
府
議

会
で
の
主
要
会
派
の
知
事
提
出

議
案
に
対
す
る
採
決
状
況
は
、

日
本
共
産
党
以
外
の
自
民
党
、

公
明
党
、
民
主
党
、
維
新
の
会

は
予
算
案
を
含
め
ほ
と
ん
ど
の

議
案
に
賛
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、私
た
ち
が
と
り
く
ん
だ「
30

人
学
級
」「
子
育
て
支
援
」「
医

療
の
無
料
化
」
な
ど
の
請
願
署

名
に
対
す
る
採
択
状
況
で
は
日

本
共
産
党
以
外
の
会
派
は
不
採

択
の
態
度
を
取
っ
て
い
ま
す
。

争
点
は
「
大
規
模

開
発
優
先
の
府
政
か
、

府
民
の
く
ら
し
や

営
業
を
守
る
府
政
か
」

　

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
に
あ
た

り
、
各
政
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
発
表
し
て
い
ま
す
。「
維
新

の
会
」
は
「
大
阪
都
構
想
の
実

現
」。
自
民
党
は
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
関

西
に
向
か
っ
て
」、
民
主
党
は

「
始
ま
る
。
新
し
い
大
阪
・
関

西
」、
共
産
党
は
「
く
ら
し
・

中
小
企
業
応
援
で
、
お
お
さ
か

を
元
気
に
」
な
ど
で
す
。

　

橋
下
知
事
は
、「
大
阪
都
構

想
」
を
争
点
に
し
て
、「
大
阪

維
新
の
会
」
Ｖ
Ｓ
「
既
成
政

党
」
と
い
う
構
図
を
作
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
真
の
争
点

は
、
こ
の
間
の
府
議
会
の
状
況

を
見
れ
ば
、「
財
政
構
造
改
革

　４月にはいっせい地方選挙が行われます。府職労は、２月
22日開催の中央委員会で、いっせい地方選挙は自治体のあり
方を問う重要な選挙戦と位置づけ、「組合員の思想・信条の
自由と政治活動の自由を保障するとともに、要求実現めざし
とりくみを進める。府民・職員犠牲の『橋下維新改革』の本
質を多くの府民に知らせるとりくみに全力をあげる」ことを
決定しました。財政構造改革プラン撤回、府民・職員要求の
前進めざし、奮闘しましょう。

あ
な
た
の
一
票
が
政
治
を
正
し
く
し
ま
す

あ
な
た
の
一
票
が
政
治
を
正
し
く
し
ま
す

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
大
規
模
開
発

優
先
、
府
民
職
員
犠
牲
の
府
政

か
、
そ
れ
と
も
府
民
の
く
ら
し

や
営
業
を
守
る
府
政
か
」
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
し
、「
大
阪
府

解
体
、
関
西
州
実
現
の
府
政

か
、
そ
れ
と
も
府
市
一
体
と
な

っ
て
住
民
自
治
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ミ
ニ
マ
ム
を
守
る
府
政
か
」
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

いっせい
地方選挙

　

２
月
18
日
（
金
）、
府
職

労
は
、「
府
政
問
題
学
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
弁

護
士
の
尾
林
芳
匡
氏
を
講
師

に
招
き
「
自
治
体
の
民
間
化

市
場
化
と
『
地
域
主
権
改

革
』」
と
題
し
た
講
演
と
会

場
か
ら
大
阪
版
市
場
化
テ
ス

ト
の
実
態
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

尾
林
弁
護
士
は
、
自
治
体

の
民
間
化
市
場
化
の
法
制
度

と
問
題
点
を
立
法
の
経
過
か

ら
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

て
ま
ず
説
明
さ
れ
た
（
人
的

経
費
が
減
り
利
益
が
少
し
プ

ラ
ス
さ
れ
る
構
造
）
後
、
総

務
省
調
査
に
お
け
る
各
地
か

ら
自
治
体
民
間
化
市
場
化
の

動
向
の
中
で
、「
職
員
数
の

急
激
な
削
減
に
伴
う
事
務
ス

キ
ル
の
低
下
」「
必
ず
し
も

経
費
削
減
と
な
っ
て
い
な

い
」
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
、
癒
着
、
雇
用
問
題
が

あ
り
、
取
り
消
し
事
例
も
出

て
い
る
こ
と
。
コ
ム
ス
ン
の

不
正
請
求
問
題
（
多
く
の
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
ヘ
ル
パ

ー
、
一
方
で
豪
遊
す
る
社

長
）、
東
京
都
に
お
け
る
水

道
検
針
業
務
の
委
託
解
除
、

ふ
じ
み
野
市
プ
ー
ル
事
故
な

ど
、
ベ
テ
ラ
ン
の
職
員
が
あ

た
ら
な
け
れ
ば
、
ひ
ど
い
こ

と
に
な
っ
た
事
例
を
た
く
さ

ん
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
地
域
主
権
改
革
」
の

正
体
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

体
の
コ
ス
ト
削
減
を
推
し
進

め
、
国
の
責
任
を
地
方
に
押

し
付
け
る
も
の
、
国
の
補
助

金
は
健
全
な
経
済
効
果
を
生

ん
で
お
り
、
国
が
責
任
を
持

っ
て
き
た
交
付
金
を
な
く
す

の
は
命
綱
を
断
ち
切
る
こ
と

だ
と
明
快
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
は

地
域
主
権
改
革
を
掲
げ
る
候

補
者
が
多
く
、
こ
れ
は
道
州

制
と
一
体
と
な
っ
て
お
り
全

国
に
広
が
る
き
っ
か
け
に
な

り
か
ね
な
い
、
全
体
像
を
学

び
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ

と
い
う
運
動
を
、
特
に
橋
下

府
政
の
大
阪
か
ら
、
巻
き
起

こ
さ
な
け
れ
ば
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

地
域
主
権
改
革
は
地
方
自
治
体
の
コ
ス
ト

地
域
主
権
改
革
は
地
方
自
治
体
の
コ
ス
ト

削
減
と
国
の
責
任
の
地
方
へ
の
押
し
つ
け

削
減
と
国
の
責
任
の
地
方
へ
の
押
し
つ
け

尾林弁護士

3･17 大阪総行動
デモ行進、要請行動、
集会など　　　　　

11春闘

府庁解体、大阪都･関西州府庁解体、大阪都･関西州をを許さず許さず
働きがいある府民本位の府政を働きがいある府民本位の府政を

府
政
問
題
学
習
会

府
政
問
題
学
習
会


